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　市報のだ 令和3年1月1日号

❷

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も「
元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
」

の
実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
全
国
的
に

広
が
る
中
、
皆
様
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
の
制
約

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
予
防
対
策
に
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

発
熱
患
者
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医

な
ど
の
地
域
の
医
療
機
関
で
相
談
、
受
診
し
、
必
要
に

応
じ
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

野
田
市
の
対
応
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
評
価

さ
れ
て
お
り
、
市
内
医
療
機
関
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の

安
心
と
健
康
を
守
る
べ
く
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
対

策
と
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

連
続
立
体
交
差
事
業
で
は
、
高
架
橋
築
造
工
事
な

ど
が
完
了
し
、
野
田
市
駅
・
愛
宕
駅
の
駅
舎
建
築
工

事
の
完
成
も
目
前
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
駅
部
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
っ
て
お
り
、
営
業
線
高
架
切
替

え
は
、本
年
３
月
末
の
実
施
を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。

郷
土
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
環
境
設
計
な
ど
秀
逸

な
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
年
４
月
頃
に
国
登

録
有
形
文
化
財
へ
登
録
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
は
、
建
て
替
え
や
既
存
施
設

の
活
用
な
ど
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

寄
附
を
活
用
し
た
建
設
費
用
の
一
部
捻
出
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
方
向
か
ら
開
館
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
文
化
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
郷
土
に

対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
生
み
、
個
性
豊
か
な
地
域
を

形
成
し
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
伝
統
文
化

は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
継
承
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
施
策
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
は
夢
や
目
標
、希
望
を
も
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
皆
様
が
日
常
の
社
会
生
活
の
中
で
も
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
都

市
宣
言
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

野
田
市
長

鈴

木

有

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　
地
方
自
治
や
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人・

団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）。
な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
互
礼
会
は
中
止
、表
彰
式
は
延
期
し
ま
す
。

野田市表彰
《
地
方
自
治
功
労
》

染
谷　
信
一
氏(

69
）
野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
力

深
津　
憲
一
氏(

68
）
野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
力

杉
原　
利
昭
氏(

68
）
大
八
洲
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

租
税
の
容
易
且
つ
確
実
な
納
付
と
納
税
意
識
の
向
上
に
尽
力

《
農
業
振
興
功
労
・
消
防
功
労
》

勝
田　
実
氏(

72
）
ち
ば
東
葛
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
農
業
振
興
の
発
展
に
尽
力
、
ま
た
、
野
田
市
消
防
団
副
団

長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力
（
旭
日
双
光
章
受
章
）

《
消
防
功
労
》

染
谷　
賢
一
氏(

68
）
野
田
市
消
防
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
尽
力
（
藍
綬
褒
章
受
章
）

逆
井　
健
一
氏(

65
）
野
田
市
消
防
団
副
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

消
防
業
務
に
尽
力
（
藍
綬
褒
章
受
章
）

松
坂　
信
男
氏(

71
）
野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
尽
力
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）

上
原 

久
夫
氏(

72
）
野
田
市
消
防
司
令
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業

務
に
尽
力
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）

《
警
察
功
労
》

平
田　
徹
氏(

72
）
警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決

に
尽
力
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）

渡
部　
寛
雄
氏(

73
）
警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解

決
に
尽
力
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）

志
賀　
文
雄
氏(

73
）
警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解

決
に
尽
力
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）
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❸

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
将
棋
界
で
は
棋
士
の

藤
井
聡
太
さ
ん
が
最
年
少
で
８
大
タ
イ
ト
ル
の
二
冠

を
獲
得
、
そ
し
て
八
段
に
昇
段
し
た
こ
と
に
多
く
の

方
が
注
目
し
、若
い
世
代
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
闘
病
生
活
を
乗
り
越
え
競
技
に
復
帰

し
た
水
泳
界
の
池
江
璃
花
子
選
手
に
は
、
希
望
と
力

を
も
ら
い
ま
し
た
。

一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
国
内
で
も
拡
大
し
、

そ
の
対
応
で
１
年
が
過
ぎ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
日
本
中
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
が
決
ま
り
、
市
内
小
中
学
校
で
は
生
徒
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
の
一
部
を
中
止
に
す
る
と

い
う
苦
渋
の
判
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
野
田
市
で
は

早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
本
部
会
議
を
設
置

し
、
感
染
拡
大
防
止
策
や
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
市

民
や
事
業
者
な
ど
の
方
々
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

決
定
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
市
長
、

野
田
市
医
師
会
長
と
の
連
名
で
県
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
体
制
の
整
備
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

野
田
市
議
会
議
長平

井

正
一

引
き
続
き
生
活
や
商
業
を
守
る
た
め
に
真
に
必
要
な

支
援
を
行
政
と
と
も
に
考
え
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
千
年
に
一
度
の
大
雨
を
想
定
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
皆
様
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
広
い

範
囲
で
浸
水
想
定
地
域
と
な
る
赤
色
が
示
さ
れ
、
風

水
害
時
に
は
利
用
で
き
る
避
難
所
が
減
っ
た
こ
と
も

あ
り
不
安
を
抱
く
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
不
安
を
少
し
ず
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
の
で
、
議
会
で
は
、
国
に
対
し
て
利
根
川
水
系
の

治
水
対
策
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
堤
防

強
化
策
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
行
政
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、
そ
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
行
政
の
監
視
機
能
を
発
揮
し
、
議
会
の

職
責
を
果
た
す
た
め
に
、
常
任
委
員
会
で
の
所
管
事

務
調
査
で
は
、
先
進
地
視
察
だ
け
で
な
く
、
勉
強
会
も

実
施
す
る
な
ど
審
査
の
質
を
向
上
さ
せ
、
政
策
の
立

案
や
提
言
で
き
る
議
会
に
向
け
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

《
統
計
功
労
》

白
鳥　
伸
子
氏(

61
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の

発
展
に
尽
力
（
総
務
大
臣
表
彰
）

《
社
会
福
祉
功
労
》

小
澤　
健
一
氏(

68
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力

中
村　
好
枝
氏(

68
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力

布
目　
朱
美
氏(

73
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力

《
教
育
文
化
功
労
》

近
田　
孝
夫
氏(

70
）
小
学
校
長
並
び
に
行
政
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
教
育
の
振
興
に
尽
力

加
藤　
保
夫
氏(

70
）
中
学
校
長
並
び
に
行
政
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
教
育
の
振
興
に
尽
力

《
保
健
衛
生
功
労
》

渡
邉　
昭
氏(

70
）
小
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童

の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

山
﨑　
安
一
氏(

70
）
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

吉
田　
二
良
氏(

70
）
小
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児

童
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

井
上　
照
夫
氏(

70
）
小
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

武
智　
環
氏(

71
）
中
学
校
の
学
校
薬
剤
師
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
生
徒

の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

飯
塚　
正
夫
氏(

72
）
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
（
文
部
科

学
大
臣
表
彰
）

《
感
謝
状
》

株
式
会
社
堀
建
設
様

野
田
ガ
ス
株
式
会
社
様

野
田
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
様

野
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

株
式
会
社
日
建
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
様
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❹

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
つ
い
て

◆
職
員
の
給
与
等
の
削
減
に
つ
い
て

◆
野
田
市
子
ど
も
の
安
心
生
活
推
進

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

令
和
２
年
第
７
回

定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

　

令
和
２
年
第
７
回
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
、
鈴
木
市
長

は
20
項
目
の
市
政
に
関
す
る
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
市

報
で
は
項
目
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
や
関
宿
支
所
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、各
出
張
所
、各
公
民
館
、各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
全
文
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
交
通
不

便
地
域
対
策
に
つ
い
て

◆
連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
関
連
す

る
事
業
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
積
極
的
な

投
資
施
策
に
つ
い
て

◆
東
京
直
結
鉄
道
の
建
設
実
現
に
向

け
て
の
取
組
に
つ
い
て

◆
生
物
多
様
性
自
然
再
生
の
取
組
に

つ
い
て

◆
関
宿
落
堀
水
質
浄
化
事
業
に
つ
い
て

◆
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

◆
東
部
保
育
所
の
移
管
に
つ
い
て

◆
子
ど
も
館
の
整
備
に
つ
い
て

◆
子
ど
も
未
来
教
室
に
つ
い
て

◆新入学児童用に… ▼ランドセル10個（63
万8,000円相当）＝株式会社東運輸 代表取
締役 飯田武徳様（野田）
◆愛のともしび基金指定寄附金に… ▼

1,877万969円＝故 大澤等様（野田）
◆市政全般に対する寄附金に… ▼12万円
＝国際ソロプチミスト千葉ユーカリ様（柏
市）
◆学校等公共施設における新型コロナウイ
ルス感染症対策に… ▼次亜塩素酸ナトリウ
ム製剤1,545キログラム（40万円相当）＝本
町化学工業株式会社 代表取締役 小田利明
様（東京都港区）
◆児童福祉に対する寄附金に… ▼500万円
＝株式会社日建プランニング 代表取締役
社長 後藤正道様（東京都豊島区）

寄 附
◆
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

◆
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

◆
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的

連
携
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

◆
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

鉄道高架化は令和 3年 3月末の予定

保育士合同就職説明会に 25人が参加し 4人が就職

◆
郷
土
博
物
館
の
国
登
録
有
形
文
化

財
へ
の
登
録
に
つ
い
て

◆
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
９
２
１
５

交通不便地域で実証実験を実施

令和 2年 11月に 3組目の届け出挙式を実施

江川地区で枝を運ぶなど元気に過ごすヤマト
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市
民
の
皆
さ
ん
が
公
募
委
員
と
し

て
審
議
会
や
協
議
会
に
参
加
し
、
直

接
、市
政
に
意
見
や
提
案
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、「
こ
こ
を
変
え
た
ら

も
っ
と
良
く
な
る
」「
こ
こ
は
非
効

率
で
は
な
い
か
」「
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
知
識
を
市
政
に
役
立
て
て
み
た

い
」
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
考

え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ

と
、
市
民
の
視
点
で
提
案
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
審
議
会
な
ど
で
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
に
は
日
額
（
会
議
１
回
）

６
千
500
円
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
市
史
の
編
さ
ん
や
刊
行
に
関
し
基

本
方
針
を
定
め
、
必
要
な
調
査
を
行

い
、
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
市
史
編
さ

ん
担
当
窓
口
、
関
宿
支
所
、
北
・
中

央
・
南
の
各
出
張
所

●
環
境
審
議
会

　
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
答
申
す

る
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
事
項
を
調

査
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
環
境
保
全

課
窓
口
、
関
宿
支
所
、
北
・
中
央
・

南
の
各
出
張
所

●
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
推
進
等
委
員
会

　
老
人
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
や
見
直
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
運
営
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
や
運

営
、
老
人
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を

調
査
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
介
護
保
険

課
窓
口
、
関
宿
支
所
、
北
・
中
央
・

南
の
各
出
張
所

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対
策
審
議
会

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
事
項
や
、
交
通
不
便
地
域
の
対
策

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
企
画
調
整

課
窓
口
、
関
宿
支
所
、
北
・
中
央
・

南
の
各
出
張
所

【
応
募
資
格
】
①
～
④
全
て
に
該
当

す
る
方
＝
①
募
集
期
間
最
終
日
時
点

で
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
選
挙
権

を
有
す
る
18
歳
以
上
（
老
人
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
等

委
員
会
は
40
歳
以
上
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
対
策
審
議
会
は
50
歳
未

満
）、
②
市
の
公
募
委
員
に
就
い
て

い
な
い
、
③
市
の
議
員
で
は
な
い
、

④
市
の
職
員
で
は
な
い
（
一
部
の
非

常
勤
特
別
職
を
除
く
）

【
応
募
方
法
】
申
込
書
を
募
集
期
間

内
に
担
当
課
へ
郵
送
か
直
接
持
参

（
土
・
日
・
㊗
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可

能
。
申
込
書
受
付
後
に
面
接
を
行
い
、

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
４
７
７
２

市
政
に
参
加
し
て

明
る
い
ま
ち
づ
く
り

■公募委員の募集概要
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対
策
審
議
会

老
人
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会

環
境
審
議
会

市
史
編
さ
ん
委
員
会

審
議
会
な
ど
の
名
称

２
人

２
人

２
人

２
人 募

集

１
月
４
日
月
～

２
月
３
日
水

募
集
期
間

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
企
画
調
整
課

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
介
護
保
険
課

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
環
境
保
全
課

〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
市
史
編
さ
ん
担
当

担
当
課

野田市長と岡村健史氏（株式会社デベ
ロップ代表取締役）

　
市
で
は
、
株
式
会
社
デ
ベ
ロ
ッ

プ
と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避

難
所
設
置
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
11
月
30
日
に
締
結
し
ま
し

た
。

　
同
社
が
運
営
す
る
移
動
式
の
コ

ン
テ
ナ
型
宿
泊
施
設
を
、
災
害
時

に
は
市
の
避
難
所
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
を
け
ん
引
車
で
避
難

所
な
ど
ま
で
運
ん
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
同
社
が
所
有

す
る
市
外
の
コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
も

優
先
し
て
供
給
い
た
だ
け
る
よ
う

に
も
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
９
２
４
７

移
動
式
宿
泊
施
設
を
活
用
し
た

災
害
時
連
携
協
定
を
締
結



　市報のだ 令和3年1月1日号

➏

 
　
　
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
●32

自
然
が
豊
か
で

安
全
安
心
な
ま
ち
に

　
地
球
上
に
は
人
間
や
動
物
、植
物
、

ご
く
微
小
な
菌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生

物
が
暮
ら
し
、
直
接
的
、
間
接
的
に

関
わ
り
命
を
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
す
む
環
境
を

指
す
言
葉
が
、
生
物
多
様
性
で
す
。

ぼ
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

自
然
豊
か
な
環
境
は
市
民
の
財
産
で

す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ご
う
と
、

生
物
多
様
性
の
保
全
と
自
然
再
生
に

向
け
、
平
成
27
年
に
「
生
物
多
様
性

の
だ
戦
略
」
を
策
定
し
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
米

づ
く
り
や
、
田
ん
ぼ
と
水
路
を
つ
な

ぐ
魚
道
の
整
備
な
ど
、
里
地
や
里
山

の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

◆
自
然
再
生
の
象
徴
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

　

市
で
は
自
然
再
生
の
象
徴
と
し

て
、
平
成
24
年
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
食
物

連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

す
め
る
環
境
は
、
そ
の
地
域
に
え
さ

と
な
る
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い

る
証
拠
で
あ
り
、
人
間
も
安
全
に
暮

ら
せ
る
環
境
と
言
え
ま
す
。

　
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
は
か
つ
て
日
本
中
の
空
を
飛
ん

で
い
ま
し
た
が
、
環
境
破
壊
な
ど
で

個
体
数
が
減
り
、
昭
和
46
年
に
絶
滅

し
ま
し
た
。

　
市
で
は
生
物
多
様
性
豊
か
な
自
然

と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
に
続
き
、

平
成
27
年
か
ら
試
験
放
鳥
を
開
始
。

環
境
保
全
活
動
が
実
を
結
び
、
放
鳥

野田生まれのコウノトリ位置情報

野田市

12月 15日確認

滞在中
過去に滞在

消費者

水辺の生態系ピラミッド

生産者

分解者 土壌 菌類・微生物など 土壌 菌類・微生物など

土台の生き物が少なくなると、全体の生き物が減る

高次消費者が絶滅

高次消費者（コウノトリ）がいる豊かな自然

命
を
終
え
る
と
土
に
還
る

個
体
数
が
少
な
い

個
体
数
が
多
い

自然再生自然再生 環境破壊環境破壊

■生物多様性のイメージ図

し
た
個
体
が
市
内
に
里
帰
り
す
る
姿

も
た
び
た
び
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
め
る
ま
ち
へ

　
市
が
令
和
２
年
度
ま
で
に
放
鳥
し

現
在
生
息
す
る
９
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
、
関
東
地
域
を
中
心
に
活
動
し
て

い
て
、
市
内
の
江
川
地
区
の
水
田
に

も
頻
繁
に
飛
来
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
平
成
29
年
に
放
鳥
し
た
ヤ
マ
ト

（
オ
ス
）
は
令
和
２
年
の
２
月
か
ら

長
期
に
わ
た
り
、
江
川
地
区
に
滞
在

中
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ヤ
マ
ト
が
市
内
に
定
着

し
、
メ
ス
と
出
会
い
ペ
ア
と
な
っ
て

繁
殖
に
成
功
し
て
ほ
し
い
と
、
市
で

は
人
工
巣
塔
の
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
巣
塔
の
設
置
費
用
（
220
万
円
）
は
、

市
の
自
然
再
生
の
取
り
組
み
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
方
に
向
け
て
、
全

国
か
ら
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
江
川
地
区
に
あ
る
人
工
巣

塔
は
ヤ
マ
ト
が
近
づ
か
な
い
た
め
、

ヤ
マ
ト
が
よ
く
滞
在
す
る
場
所
に
移

設
か
新
設
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
放
鳥
し
た

カ
ズ
と
レ
イ
が
飛
来
し
て
い
る
木
間

ケ
瀬
地
区
に
も
、
新
た
に
１
基
建
て

る
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
た
く
さ
ん
の
動
植
物
に

恵
ま
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
元
気
に
飛

翔
し
、
人
間
も
安
全
安
心
に
住
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
、
自
然

再
生
と
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
位
置
情
報
は
１
０
０

６
５
８
１

　
近
年
、環
境
破
壊
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
生
物
多
様
性
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
る
生
物

が
絶
滅
す
れ
ば
、
そ
れ
を
え
さ
と

す
る
生
物
も
減
少
し
、
長
い
目
で

見
れ
ば
人
間
の
命
の
危
機
に
も
通

じ
ま
す
。

　
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
絶

滅
危
惧
種
が
集
中
し
て
生
息
す
る

地
域
の
多
く
は
、
原
生
的
な
自
然

地
域
よ
り
も
む
し
ろ
雑
木
林
な

ど
、
下
草
刈
り
や
枝
お
ろ
し
な
ど

の
、
人
の
手
が
入
っ
て
管
理
さ
れ

た
、
里
地
里
山
地
域
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
生
物
多
様
性
を
次
世
代
へ

　
水
田
や
森
林
と
い
っ
た
水
陸
両

方
の
生
態
系
が
入
り
混
じ
っ
た
里

地
里
山
は
、
多
様
な
生
き
物
の
生

息
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
内
に
は
首
都
圏
で

は
希
少
と
な
っ
た
谷や
つ
だ
津
田
（
斜
面

林
に
囲
ま
れ
た
谷
地
に
あ
る
田
ん
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宕
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児
童
の
絵
画
を
展
示

❼  

郷
土
博
物
館
が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

郷
土
博
物
館
が
令
和
２
年
11
月
20

日
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
る

こ
と
が
内
定
し
ま
し
た
。

同
館
は
日
本
武
道
館
や
京
都
タ
ワ
ー

の
建
築
に
携
わ
っ
た
日
本
を
代
表
す
る

建
築
家
・
山
田
守
が
設
計
し
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
の
建
造
物
で
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
、
県
内
初
の

登
録
博
物
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

外
観
は
正
倉
院
の
校
倉
造
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
連
な

る
シ
ン
プ
ル
な
意
匠
が
特
徴
と
さ
れ
、

内
部
は
吹
き
抜
け
で
自
然
光
を
間
接

的
に
取
り
込
む
な
ど
、
環
境
設
計
も
秀

逸
で
あ
り
、「
造
形
の
規
範
と
な
っ
て

い
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
２
１
３
５

校倉造と高床式から着想した独創的な外観

市
で
は
、
３
月
末
に
予
定
し
て
い

る
東
武
野
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業

に
お
け
る
営
業
線
高
架
切
替
え
に
合

わ
せ
て
、
駅
前
広
場
の
整
備
や
周
辺

市
街
地
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
愛
宕
駅
西
口
で
は
駅
前

広
場
の
北
側
部
分
に
歩
行
者
専
用
道

路
を
整
備
し
、
工
事
の
際
に
新
設
さ
れ

る
壁
面
を
利
用
し
て
、
駅
前
と
い
う
特

性
を
生
か
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
同
ス
ペ
ー

ス
を
「
愛
宕
駅
西
口
〝
駅
前
美
術
館
＂」

と
名
付
け
、
同
駅
を
利
用
す
る
機
会

の
多
い
市
内
小
学
校
（
中
央
・
宮
崎
・

東
部
・
清
水
台
・
柳
沢
）
の
児
童
が
描

い
た
絵
画
を
屋
外
展
示
用
に
加
工
し
、

３
月
末
か
ら
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
壁
面
に
展

示
す
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
30
点
を
、

公
開
し
て
い
ま
す
。
東
武
野
田
線
を

走
る
電
車
や
市
内
を
循
環
す
る
ま
め

バ
ス
、
大
空
を
舞
う
コ
ウ
ノ
ト
リ
な

ど
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
抱

く
大
き
な
夢
や
希
望
、
野
田
の
魅
力

を
描
い
た
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
作

品
は
１
年
で
30
点
ず
つ
増
や
し
、
計

90
点
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
市
役
所
で
作
品
展
示

　

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、

１
月
13
日
水
～
19
日
火
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
13
日
は
10
時
か
ら
、
19

日
は
16
時
ま
で
）
市
役
所
１
階
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
展
示
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
愛
宕
駅
周
辺
地
区
市
街

地
整
備
事
務
所

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
９
１
９
９

洋風建築のようなインテリアも特徴

愛宕駅西口 駅゙前美術館゙ の完成イメージ（子どもたちの絵画展示スペースは左壁面）

■駅前美術館の位置図
至　大宮駅

至　柏駅

西口駅前広場

愛
宕
駅

駅前美術館

至　柏駅

至　大宮駅

西口駅前広場
（工事中）（工事中）
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郷 土 の 魅 力 を 再 発 見 ！

　市報のだ 令和3年1月1日号

寒
く
な
る
と
と
も
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全
国

的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
の
年
末
年
始
は
、
忘
・

新
年
会
や
帰
省
、
旅
行
、
初
詣

な
ど
人
混
み
や
長
距
離
移
動
を

伴
う
行
事
が
重
な
る
時
期
で
す

が
、
市
内
で
も
感
染
者
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、
感
染
し
な
い

よ
う
に
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
洗

い
を
小
ま
め
に
行
い
、
3
密（
密

集
・
密
接
・
密
閉
）を
避
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
外
へ
遠
出
し
な
く
と
も
旅

行
気
分
を
味
わ
え
る
魅
力
的
な

ス
ポ
ッ
ト
が
市
内
に
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
年
の
年
末

年
始
は
健
康
維
持
の
た
め
に
も

市
内
を
歩
い
て
郷
土
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

動
植
物
の
宝
庫「
利
根
運
河
」

利
根
運
河
は
、
明
治
23（
１
８

９
０
）年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ム

ル
デ
ル
の
設
計
に
よ
っ
て
開
通

し
ま
し
た
。
利
根
川
と
江
戸
川

を
結
ぶ
利
根
運
河
は
水
運
の
利

便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
、
開

通
か
ら
の
約
50
年
間
で
約
100
万

隻
も
の
船
が
航
行
し
ま
し
た
。

鉄
道
の
発
達
や
災
害
の
被
害
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郷 土 の 魅 力 を 再 発 見 ！

　　市報のだ 令和3年1月1日号

特
集 市内散策で

東京理科大学理窓会記念自然公園のサザンカ

な
ど
で
現
在
は
運
河
と
し
て
の

役
目
は
終
え
た
も
の
の
、
自
然

豊
か
な
水
辺
は
今
も
市
民
に
愛

さ
れ
、
令
和
元
年
に
は
文
化
庁

の「
歴
史
の
道
百
選
」に
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

利
根
運
河
沿
い
の
運
河
水
辺

公
園
や
遊
歩
道
で
は
、
多
く
の

人
が
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
一

方
、
隣
接
す
る
東
京
理
科
大
学

理
窓
会
記
念
自
然
公
園
を
は
じ

め
と
す
る
湿
地
で
は
、
貴
重
な

動
植
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

憩
い
の
場「
理
窓
会
記
念
自
然
公
園
」

東
京
理
科
大
学
が
昭
和
56（
１

９
８
１
）年
に
創
立
100
周
年
を
迎

え
た
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
整
備
し
た
公
園
で
す
。

湿
地
と
樹
林
地
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
谷
地
形
の
園
内
は
、
豊

か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
お

り
約
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
散

策
コ
ー
ス
を
巡
る
と
、
野
草
高

原
や
竹
林
、
白
鳥
の
池
、
蓮
池

な
ど
の
驚
く
ほ
ど
多
彩
な
自
然

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
園
内
で
は
、
1
年
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
野
草
や
野
鳥
を

楽
し
め
る
ほ
か
、
絶
滅
が
心
配

さ
れ
る
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ



　市報のだ 令和3年1月1日号

ク
の
動
植
物
も
生
育
す
る
な
ど
、

利
根
運
河
や
理
窓
会
記
念
自
然

公
園
の
一
帯
は
貴
重
な
生
き
物

の
宝
庫
で
す
。

歴
史
あ
る「
清
水
公
園
」

明
治
27（
１
８
９
４
）年
、
醤

油
醸
造
家
の
五
代
茂
木
七
郎
右

衛
門（
柏
衛
翁
）が
５
千
500
坪
余

り
を
金
乗
院
か
ら
借
り
上
げ
て

造
ら
れ
た
庭
園
を
ま
ち
の
人
々

に
開
放
し
た
民
営
の
公
園
で
す
。

当
初
は
聚し
ゅ
う
ら
く
え
ん

楽
園
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
地
名
が
清
水
の
た

め
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
清
水

公
園
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

昭
和
4（
１
９
２
９
）年
に
日
比

谷
公
園
や
明
治
神
宮
の
杜
を
手
掛

け
た
本
多
静
六
博
士
の
設
計
に
基

づ
き
大
幅
な
拡
張
が
行
わ
れ
、
現

在
の
規
模
は
約
28
万
平
方
メ
ー

ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。
春
に
な
る

と
、
約
２
千
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

日
本
の「
さ
く
ら
名
所
100
選
」に
選

ば
れ
る
程
の
桜
の
名
所
で
す
。

さ
ら
に
５
月
に
は
、
2
万
株

の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
関
東
で
は

有
数
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
の
設
備
も
あ
り
ま
す
。

❿●所要時間・消費カロリー・歩数は、時速 4km、ウオーキング 10 分 =30kcal、1歩＝70cm、体重 60kg の場合で算出

利根運河は明治時代に民間事業者が開削した日本
初の西洋式運河。昭和 16（1941）年に水運の
役目を終え、現在は優れた景観をもつ水と緑の回
廊として親しまれている。全長約 8.5km・徒歩
で約 2 時間 8 分・消費カロリー約 384kcal・約
12,100 歩（12 面マップ➊）

山崎貝塚（直径 130 メートル）は縄文時代後晩期に
つくられた馬蹄形の貝塚で、現在は史跡公園として整
備され保存。市内には国指定史跡の山崎貝塚のほかに、
県指定史跡の野田貝塚など、約 50 か所で貝塚が発
見されている。山崎貝塚1周約0.8km・徒歩で約12分・
消費カロリー約 36kcal・約1,100 歩（12 面マップ➌）

利根運河株式会社の支配人だった森田繁男が、大正時代
に運河観光を活性化するため、果樹園の経営や運河大師
の創建などを行った。中でも大師巡りは大変にぎわった
そう。大師巡り約 5.5km・徒歩で約 1 時間 23 分・消
費カロリー約 249kcal・約 7,900 歩（12 面マップ❷）

東京理科大学の創立 100 年を記念して作られた理
窓会記念自然公園。冬の白鳥の池では、飛来した
カワセミやマガモなど、多くの野鳥を観察できる。
園内 1 周約 2.5km・徒歩で約 38 分・消費カロリー
約 114kcal・約 3,600 歩（12 面マップ➍）

【問合せ】東京理科大学野田統括課☎ 7124-1501（代）
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江
戸
時
代
の
道「
日
光
東
往
還
」

　

日
光
東
往
還
は
、
正
式
名
称

を
関せ
き
や
ど
ど
お
り
た
こ
う
み
ち

宿
通
多
功
道
と
呼
び
、
俗

に
日
光
街
道
、
久
世
街
道
と
も

呼
ば
れ
、
江
戸
幕
府
が
五
街
道

に
次
い
で
重
要
視
し
た
街
道
の

一
つ
で
し
た
。

　
現
在
の
南
柏
駅
近
く
（
柏
市
豊

四
季
）
の
水
戸
街
道
と
の
分
岐
点

を
起
点
に
野
田
市
内
を
縦
断
し
、

結
城
（
茨
城
県
結
城
市
）
や
多
功

（
栃
木
県
上
三
川
町
）
な
ど
７
つ

の
宿
場
町
を
経
て
本
街
道
で
あ
る

日
光
街
道
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

全
長
約
82
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
お
よ
び
、
市
内
に
は
山
崎
、

中
里
、
関
宿
の
3
か
所
に
宿
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
３
（
１
８
０
６
）
年
の

絵
図
に
は
、
山
崎
宿
の
街
道
中

央
に
常
夜
灯
が
置
か
れ
、
夜
間

通
行
の
安
全
を
支
え
て
い
た
こ

と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
山
崎
宿
付
近
に
か
つ

て
の
常
夜
灯
を
模
し
た
石
製
の

常
夜
灯
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
二
川
小
学
校
付
近
の

街
路
樹
の
赤
松
な
ど
、
江
戸
時

代
の
街
道
の
面
影
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●所要時間・消費カロリー・歩数は、時速 4km、ウオーキング 10 分 =30kcal、1歩＝70cm、体重 60kg の場合で算出

清水公園は日本さくら名所 100 選に選出された桜
をはじめ、四季を通じて約 500 種の花を楽しめる。
１月中旬から２月には、ロウバイが仁王門前で見頃
を迎える。散策路約 1.8km・徒歩で約 27 分・消
費カロリー約 81kcal・約 2,600 歩（12 面マップ❻）

江川地区は大規模な谷津田を残すビオトープ空間。
豊かな自然が残り、貴重な動植物を観察できる。
市が放鳥したコウノトリ（写真はヤマト）も長期
で滞在。見掛けた場合は近づかず、遠くから観察を。
江川地区散策路約 2.5km・徒歩で約 38 分・消費
カロリー約 114kcal・約 3,600 歩（12 面マップ5）

関宿城博物館（13 面マップ➐Ａ）や江戸川スーパー
堤防上（12 面マップ➐Ｂ）、玉葉橋（12 面マッ
プ➐Ｃ）、みずきの街（12 面マップ➐Ｄ）から見
る富士山が「関東の富士見百景」に選ばれている。
空気の澄んだ早朝や富士山が夕焼けで浮かび上が
る日没頃がおすすめ。Ａ～Ｄを巡ると約 25km。

野田市スポーツ公園は、約 8 ヘクタールの敷地に
すべり台などの遊具なども設置されている。近くに
電線がないため、正月にはたこ揚げや羽根つきも楽
しめる。1 周約 2.5km・徒歩で約 38 分・消費カロ
リー約 114kcal・約 3,600 歩（12 面マップ8）

⓫
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関
宿
と
水
運
の
歴
史

関
宿
は
、
複
数
の
河
川
が
最

も
近
づ
く
場
所
で
、
水
陸
両
交

通
の
拠
点
と
し
て
、
流
通
、
防
衛
、

商
業
の
面
か
ら
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
徳
川

家
康
が
、
度
重
な
る
水
害
か
ら

江
戸
を
守
る
た
め
、
ま
た
各
地

の
年
貢
米
や
物
資
を
確
実
に
江

戸
に
運
ぶ
た
め
、
利
根
川
の
流

路
を
付
け
替
え
る
東
遷
・
江
戸

川
の
開
削
と
い
う
大
事
業
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
運
が
大

き
く
発
達
し
ま
し
た
。

河
岸
は
単
な
る
船
着
き
場
で

は
な
く
、
そ
こ
で
人
々
や
物
資

が
行
き
交
う
こ
と
で
、
商
人
や

蔵
が
集
ま
っ
て
、
商
業
集
落
を

形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
変

に
ぎ
わ
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
関
宿
は
河
川
交
通

の
要
衝
と
し
て
、
幕
府
は
関
所

を
設
け
関
宿
藩
に
管
理
さ
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
親
藩
・
譜
代

大
名
８
家
23
代
が
治
め
、
な
か

で
も
、
久
世
氏
９
代
の
治
世
が

最
も
長
く
、
老
中
な
ど
の
江
戸

幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
関
宿
藩
の
史
跡
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

●所要時間・消費カロリー・歩数は、時速 4km、ウオーキング 10 分 =30kcal、1歩＝70cm、体重 60kg の場合で算出

岩名古墳は横
穴 式 石 室 を
もつ直径 18
メートル高さ
1.6 メートル
の円墳。7 世
紀頃に築造。

（マップ⓬）

自転車の場合は、時速 15ｋｍ・10 分で
消費カロリー 78kcal で算出

利根川・江戸川・利根運河の堤防を利用した
サイクリングロード。堤防上は平坦なので歩
きやすく眺めも良いので、ウオーキングやジョ
ギングもおすすめ。1周約 60km・自転車で
は約4時間・消費カロリー1,872kcal（マップ⓫）

中央の杜は野田の原風景を残す貴
重な平地林。近くの野馬除土手は江
戸時代前期の放牧場の名残。1 周約
2.2km。徒歩で約33分・消費カロリー
約 99kcal・約 3,100 歩（マップ�）

三ツ堀里山自然園は里山を残す公園。
市民ボランティアが継続的に管理
し守る環境は日本の原風景。1 周約
2km。徒歩で約 30 分・消費カロリー
約 90kcal・約 2,900 歩（マップ9）

総合公園散策路。一
部遊具あり。1 周約
1.3 ｋｍ。徒歩で約
20 分・消費カロリー
60kcal・ 約 1,900
歩。（マップ⓭）
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●⓫

Ｂ
Ｃ
Ｄ



　　市報のだ 令和3年1月1日号

⓭

室
内
で
も
で
き
る
体
操

コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
量
が
減
少

し
筋
肉
が
減
る
と
転
倒
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
と
く
に
高
齢
者

は
転
倒
で
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
の
で
、
転
倒
防
止
の

体
操
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
肩
幅
く
ら
い
に
足
を
開
き
、

真
っ
す
ぐ
立
ち
、
ゆ
っ
く
り
と

か
か
と
を
上
げ
て
、
つ
ま
先
立

ち
に
な
り
ま
す
。

②
か
か
と
を
ゆ
っ
く
り
と
下
げ

ま
す
。

③
無
理
の
な
い
範
囲
で
繰
り
返

し
ま
す
。

自
宅
で
で
き
る
体
操
動
画
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】介
護
保
険
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
１
２
１
０

江戸時代、徳川家康没後に将軍が日光東照
宮へ参詣する際に、幕府老中などの大名が
利用した歴史ある道。約 25.6km（全長約
82km）・徒歩で約 6 時間 24 分・消費カロ
リー1,152kcal・約 36,600 歩。（マップ⓱）

関宿にこにこ水辺公園は県立関宿城博物館に隣
接する。たくさんの樹木や複合遊具もあり、子
どもと一緒に楽しめる。1周約1.5km・徒歩で約
23 分・消費カロリー 69kcal・歩数約 2,100 歩
　　　　　　　　　　　　　　　（マップ⓮）

関宿水閘門は利根川から江戸川に流れ込
む水量を調整するため昭和 2 年に建設。
江戸時代は棒出しと呼ばれる両岸から突
き出した一対の堤で流量を調整。隣接の
中の島公園内には棒出しの石が展示され
ている。1周1.7km・徒歩約 26 分・消費
カロリー 78kcal・約 2,400 歩（マップ⓰）

関宿あおぞら広場の周囲を囲う石垣の
角石は、関宿関所の棒出しに使われて
いたものを利用したと言われています。
１周約 400 ｍ・徒歩で約 6 分・消費カ
ロリー 18kcal・約 600 歩（マップ⓯）

●❼

●⓯
●⓮●⓰

●⓱

●⓱
●⓱

●⓫

不安定な場合は両足を少し開いたり、転倒しないように、椅子の
背もたれなどにつかまって行いましょう。○下腿三頭筋の強化

●①●②

➡ ➡

➡➡

●⓫

●⓫

Ａ

＜自宅でできる介護予防は、シルバーリハビリ体操で＞
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⓮

今
年
の
成
人
式
の
会
場
開
催
は
中
止
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
１
月
11
日
月
に

文
化
会
館
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た

成
人
式
は
、
会
場
開
催
を
中
止
し
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み
で
行
う
こ
と
に

変
更
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
視
聴
方
法
や
記

念
品
の
引
き
換
え
方
法
は
、
新
成
人

の
方
へ
郵
送
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
８
１
８
７

　
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
が
共
催

す
る
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公

開
収
録
の
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
収
録
日
時
・
場
所
】
２
月
18
日
木

18
時
40
分
～
20
時
40
分
・
文
化
会
館

【
出
演
者
】香
西
か
お
り
、夏
川
り
み
、

パ
ク・ジ
ュ
ニ
ョ
ン
、
細
川
た
か
し
、

松
阪
ゆ
う
き
ほ
か

【
放
送
日
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
・
日
曜
日
19
時
30
分
～
20
時
59
分
、

放
送
日
が
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
で
公
演
の
中
止
や
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
覧
い
た
だ
け
る
方
の
地

域
を
一
部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
申
込
み
】
１
月
14
日
木
必
着
で
、

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
278
‐
８
５
５
０
鶴
奉
７
‐
１

野
田
市
役
所
生
涯
学
習
課
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
観
覧
係

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
観
覧
者

同
士
の
間
隔
を
と
っ
た
座
席
を
、
入

場
整
理
券
で
事
前
に
指
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
の
際
に
記
入
い
た
だ

く
個
人
情
報
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
、

保
健
所
な
ど
へ
提
供
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
契
約
者

情
報
と
の
照
合
や
受
信
料
の
お
願
い

に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
応
募
は
生
涯
学
習
課
、

番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
☎
043

（
203
）
１
０
０
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
９
２
３
７

ＮＨＫ「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」

観
覧
申
込
み
は
１
月
14
日
ま　

　
で

保
育
所
見
学
で
育
児
の
不
安
を
解
消

　
乳
児
保
育
所
で
は
、
育
児
の
悩
み

を
解
消
す
る
場
に
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
親
子
ふ
れ
あ
い
保
育
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
園
庭
を
体
験
場

所
と
し
、
室
内
の
見
学
は
テ
ラ
ス
か

ら
の
み
に
な
り
ま
す
。

【
日
時
】１
月
26
日
火
10
時
～
11
時

【
対
象
】１
・
２
歳
の
子
と
保
護
者

【
定
員
】先
着
３
組

【
持
ち
物
】着
替
え
・
紙
オ
ム
ツ
な
ど

【
申
込
み
と
問
合
せ
】１
月
７
日
木
か

ら
同
保
育
所
☎
７
１
２
４
‐
２
２
２

４（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
）へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
５
９
１
０

何も記入しない
でください。

※抽選結果を
　印刷します

野田市鶴奉7-1
生涯学習課

- 0558872

往信    表 返信    裏
-

①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

返信　 表 往信　 裏

※当選は1人につき1枚
１枚で2人入場可能（1歳以上から入場整理券が必要）

｢新・BS日本のうた」
観覧係

※2月上旬に当選の方には入場整理券を
　落選の方には落選通知を発送

入場無料（要申込み）※１月14日木必着

出演者（50音順）

香西かおり　　　夏川りみ　 　パク・ジュニョン　　細川たかし　　　　松阪ゆうき
ほか

今
年
の
消
防
出
初
式
は
中
止
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、
１
月
10
日
日
実
施

予
定
の
消
防
出
初
式
は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】消
防
本
部
警
防
課
☎
７
１

２
４
‐
０
１
１
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
９
７
８
０

ひ
と
り
親
世
帯
に
国
の
緊
急
経
済
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
る
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
の
基
本
給
付
の
再
支
給
を
昨

年
12
月
25
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

振
込
が
確
認
で
き
な
い
方
は
問
い
合
わ

せ
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、基
本
給
付（
公

的
年
金
給
付
等
受
給
者・家
計
急
変
者
）

と
追
加
給
付
の
申
請
期
限
は
２
月
28
日

ま
で
で
す
。
申
請
が
な
け
れ
ば
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
‐

400
‐
903
、
児
童
家
庭
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
６
５
５
０
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写
真
で
見
る
野
田
と
関
宿
の
昭
和
30
～
40
年

　
郷
土
博
物
館
で
は
、
特
別
展
「
ま

ち
の
記
憶
～
写
真
で
た
ど
る
野
田
・

関
宿
の
昭
和
30
～
40
年
代
」
を
、
１

月
４
日
月
か
ら
３
月
29
日
月
ま
で
開

催
し
ま
す
。

【
内
容
】
昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
を

中
心
に
、
野
田
地
域
と
関
宿
地
域
の

ま
ち
と
人
々
の
生
活
の
移
り
変
わ
り

を
写
真
で
紹
介

◆
七
夕
ま
つ
り
の
変
化
を
知
る
講
演

　
特
別
展
関
連
事
業
と
し
て
、
郷
土

博
物
館
と
野
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会

に
よ
る
合
同
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
２
月
28
日
日
13
時

30
分
～
15
時
30
分
・
市
役
所
８
階
大

会
議
室

【
テ
ー
マ
】「
七
夕
ま
つ
り
か
ら
見
る

野
田
の
昭
和
30
～
40
年
代
」

【
講
師
】
阿
南
透
氏
（
江
戸
川
大
学

社
会
学
部
教
授
／
野
田
市
史
編
さ
ん

委
員
会
専
門
委
員
・
民
俗
部
会
）

【
定
員
】
先
着
50
人

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
１
月
27
日
水

か
ら
郷
土
博
物
館
☎
７
１
２
４
‐
６

８
５
１
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
1
０
２
９
８
０
９

　
子
育
て
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
は
、
急
用
で
休
日
に
子
ど

も
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
保
護
者
の
た
め
に
、
休
日
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
認
可
保
育
所
な

ど
が
施
設
の
園
児
向
け
に
実
施
し
て

い
る
休
日
保
育
の
認
定
理
由
に
該
当

し
な
い
、
冠
婚
葬
祭
や
育
児
疲
れ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
理
由
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

【
対
象
施
設
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く（
岩
名

２
丁
目
７
‐
32
・
☎
７
１
２
９
‐
８

０
８
９
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ゆ

う
ア
ン
ド
み
い（
中
根
193
・
☎
７
１

２
４
‐
１
３
６
７
）

【
利
用
時
間
】日
曜
日
・
祝
日（
年
末

年
始
を
除
く
）の
９
時
～
16
時

【
利
用
料
】１
時
間
850
円
、
30
分
420
円

【
申
込
み
】利
用
予
定
日
の
３
日
前
ま

で
に
直
接
同
施
設
へ

◆
施
設
利
用
料
の
半
額
を
助
成

保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
保
護
者
が
利
用
し
た
認
可
外

保
育
施
設
や
保
育
所
な
ど
の
一
時

預
か
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
料
金
の
半
額
を
助

成
（
月
の
上
限
は
児
童
１
人
当
た
り

2
万
円
）
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
や

助
成
条
件
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
育
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
８
１
３
１

　
弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
等
個
別
法

律
相
談
会
と
自
立
支
援
員
に
よ
る
就

業
相
談
を
２
月
５
日
金
13
時
30
分
か

ら
16
時
ま
で
市
役
所
１
階
市
民
相
談

室
で
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

◎
養
育
費
等
個
別
法
律
相
談
会

　
将
来
に
わ
た
る
継
続
的
な
養
育
費

の
受
け
取
り
や
離
婚
な
ど
に
伴
う
幅

広
い
法
的
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
案
件
は
対

象
外
で
す
。

◎
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
や
面
会
交
流
、
就

業
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

【
定
員
】
各
先
着
５
人
（
両
方
申
込

可
）。
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
2
歳
～
就

学
前
・
事
前
申
込
制
）
あ
り

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
１
月
６
日
水

～
２
月
１
日
月
に
電
話
で
児
童
家
庭

課
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
７
５
２
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
相
談
と
就
業
相
談

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
自
己
推
薦
枠

や
資
格
免
許
職
、
任
期
付
職
員
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
書
類

の
配
布
場
所
や
請
求
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
】ス
ポ
ー
ツ
自
己
推
薦
＝
①
一

般
行
政
職（
上
級
）…
２
人
程
度

資
格
免
許
職
＝
②
建
築
技
術
職（
上

級
）…
１
人
程
度
、③
保
健
師（
上
級
）

…
１
人
程
度
、
④
助
産
師（
上
級
）…

１
人
程
度
、
⑤
管
理
栄
養
士（
上
級
）

…
１
人
程
度
、
⑥
精
神
保
健
福
祉
士

（
上
級
）…
１
人
程
度
、
⑦
子
ど
も
家

庭
支
援
員（
上
級
）…
２
人
程
度
、
⑧

学
芸
員（
上
級
）…
１
人
程
度

任
期
付
職
員
＝
⑨
任
期
付
保
育
士
…

３
人
程
度
、
⑩
育
児
休
業
任
期
付
栄

養
士
…
１
人
程
度

【
受
験
書
類
の
受
付
】
１
月
８
日
金

ま
で
に
受
験
票
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
な
ど
を
人
事
課
へ
持
参
か
郵
送

（
１
月
８
日
必
着
）。
郵
送
で
申
し
込

む
場
合
は
、
簡
易
書
留
な
ど
の
配
達

記
録
が
確
認
で
き
る
方
法
で
提
出

【
問
合
せ
】
人
事
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
①
は
１
０
２
８
８
８

９
、
②
～
⑨
は
１
０
２
８
８
９
０
、

⑩
は
１
０
２
８
８
９
１

そ
の
熱
意
、野
田
市
の
た
め
に
！

市
職
員
を
募
集

休
日
の
急
用
で
も

預
か
り
保
育
で
安
心
子
育
て

休日でも保育の不安のない野田に

萬町共栄会商店街（一番街）
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講
座
・
講
演
会

⓰

◎
市
や
官
公
庁
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な
ど
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

◆
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
Ｄ
Ｖ
Ｄ

講
習
会

①
夜
間
３
日
コ
ー
ス
…

１
月
23
日
～
２
月
６
日
の
土
18
時

～
20
時
30
分
。
全
３
回
。
②
昼
夜

１
日
コ
ー
ス
…
２
月
27
日
土
13
時

～
20
時
30
分
。
い
ず
れ
も
野
田
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
さ
わ
や

か
ワ
ー
ク
野
田
）
で
。
４
月
か
ら

の
改
正
内
容
の
講
習
。
各
先
着
10

人
。
申
込
み
は
１
月
５
日
火
～
20

日
水
に
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉
県
建
築

士
会
野
田
支
部

７
１
９
８
‐
３

２
４
９
へ
。
問
千
葉
県
建
築
士
会

「
丑う
し

」は
十
二
支
の
２
番
目
。

訓
読
み
で
は「
ウ
シ
」、
音
読
み

で
は「
チ
ュ
ウ
」で
す
。

漢
和
辞
典
を
ひ
く
と
、「
丑
」

は
象
形
文
字
で
、
人
が
手
で
物

を
取
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
音
で「
チ
ュ
ウ
」

と
読
む「
紐ひ

も

」の
よ
う
に
、
物
を

結
ぶ
、
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
草
木
の
根
が
紐
の

よ
う
に
結
び
合
い
な
が
ら
春
を

待
つ
様
子
も
表
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
全
世
界

で
社
会
活
動
の
多
く
が
影
響
を

受
け
ま
し
た
。

今
年
も
皆
で
手
と
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
、「
丑
」の
よ
う
に

強
く
結
び
つ
き
合
い
、
暖
か
い

春（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
）を
待
ち
た
い
で
す

ね
。

計（人）男（人）女（人）
大正 2 年 1 0 1
大正 14 年 174 46 128
昭和 12 年 1,314 555 759
昭和 24 年 3,050 1,428 1,622
昭和 36 年 1,663 854 809
昭和 48 年 2,598 1,389 1,209
昭和 60 年 1,640 884 756
平成 9 年 1,572 881 691
平成 21 年 1,381 688 693

総計 13,393 6,725 6,668

■市内の丑年生まれ（12 月1日現在）

丑う
し丑

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）
今年はワタシが主役です、ヨロシクね！

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
屋
内

で
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
の
徹

底
、
３
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
発
熱
・
風

邪
の
症
状
の
あ
る
場
合
は
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
貫
太
郎
翁
の
書

出
張
展
示
で
初
公
開

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
は
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
の
影
響
で

当
面
の
間
休
館
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
蔵
資
料
を
他
館
へ
貸

し
出
し
て
の
公
開
展
示
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
水
か
ら
14
日
日
ま
で
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

（
柏
市
）主
催
の「
ち
ば
の
お
宝
再
発
見
」（
同
プ
ラ
ザ
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー・９
時
～
17
時
）で
、
貫
太
郎
翁
の
出
張
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
晩
年
の
貫
太
郎
翁
の
主
治
医
を
務
め
、
最

期
を
看
取
っ
た
濱は
ま
の
ま
さ
ぞ
う

野
政
三
先
生
の
家
に
伝
来
し
、
平
成
27
年
に

市
に
寄
贈
さ
れ
た
貫
太
郎
翁
の
書
な
ど
を
初
め
て
公
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
期
間
中
の
２
月
６
日
土
10
時
と
13
時
か
ら
各
１
時
間

程
度
、
野
田
市
の
学
芸
員
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す

（
途
中
休
憩
あ
り
）。
定
員
は
各
先
着
10
人
で
、
１
月
14
日
木
か

ら
同
プ
ラ
ザ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
今
後
の
感
染
症
の
状

況
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
】さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
☎
７
１
４
０
‐
８
６
１

５（
月
を
除
く
９
時
～
17
時
）

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課

タカ夫人との写真など

先生のご遺族・濱野光年さんから寄贈
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も
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日

は
13
時
ま
で
。
野
田
市
観
光
協

会
が
募
集
し
た
「
野
田
の
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
出
展
作

品
94
点
。
問
商
工
観
光
課
内
野

田
市
観
光
協
会
事
務
局

◆
子
ど
も
館
合
同
行
事
「
凧
あ

げ
大
会
」

①
南
会
場
…
１
月

24
日
日
13
時
～
15
時
30
分
ス

ポ
ー
ツ
公
園
（
木
野
崎
）
で
。

②
北
会
場
…
１
月
30
日
土
14
時

～
16
時
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
で
。

い
ず
れ
も
雨
天
中
止
。
18
歳
未

満（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）。

自
作
の
凧た
こ

持
参
。
申
込
み
は
①

は
１
月
22
日
金
ま
で
、
②
は
１

月
29
日
金
ま
で
（
月
・
火
・
㊗
・

年
末
年
始
を
除
く
）
に
①
は
中

央
・
う
め
さ
と
・
山
崎
・
七
光

台
子
ど
も
館
、
②
は
谷
吉
・
関

宿
子
ど
も
館
へ
。
問
①
は
中
央

会
場
受
付
。
問
保
育
課

◆
税
に
関
す
る
作
品
展

１
月

６
日
水
～
12
日
火
８
時
30
分
～

19
時
（
最
終
日
は
13
時
ま
で
）

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
市
内
中
学
生
な
ど
の
優
秀

作
16
点
。
問
収
税
課

◆
野
田
の
観
光
写
真
展

１
月

13
日
水
～
19
日
火
８
時
30
分
～

17
時
15
分
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１

階
ロ
ビ
ー
、
20
日
水
～
26
日
火

８
時
30
分
～
20
時
市
役
所
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
い
ず
れ

⓱

  

イ
ベ
ン
ト睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓサ

ス
Ａ
Ｓ
＝
ス
リ
ー
プ・

ア
プ
ニ
ー
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
は
睡
眠
中
に

呼
吸
が
止
ま
る
、
ま
た
は
浅
く
・
弱
く
な
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
に
障
害
を
引

き
起
こ
す
疾
患
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
循
環
器
疾
患
と
の
深
い

関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
病
態
で
最
も
多
い
の
が
上
気
道
が
ふ

さ
が
る
ま
た
は
部
分
的
に
狭
く
な
る
こ
と
で
す
。

夜
間
に
繰
り
返
し
起
こ
る
無
呼
吸
に
よ
り
、
血

液
中
の
酸
素
が
低
下
し
た
り
、
頻
繁
に
中
途
覚
醒

が
発
生
し
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
睡

眠
を
妨
げ
、
日
中
の
眠
気
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
人
は
交
通
事
故
を
起
こ

す
頻
度
が
健
常
人
の
２・５
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
合
併
症
を
低
減
す
る
た
め
に
も
適
切

な
診
断
と
継
続
的
に
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A

・M
）

医師会だより --------393

 

募
集
・
そ
の
他

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

　

２
月
１
日
月
ま
で
の
納
期
の
市
税
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
①
市
県
民
税（
４
期
）・②
国
民
健
康
保
険
料（
８

期
）・
③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）・
④

介
護
保
険
料
（
８
期
）

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国
保
年
金
課
、

④
は
介
護
保
険
課

木
間

ケ
瀬

北
部

南
部

清
水

中
根

乳
児

保
育
所
名

13
日
水

13
日
水

12
日
火

12
日
火

21
日
木

７
日
木

19
日
火

５
日
火

開
放
日

☎
７
１
９
８・
３
８
２
５

☎
７
１
２
５・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
７
１
２
４・
２
２
２
４

電
話
番
号

尾
崎

花
輪

福
田

保
育
所
名

20
日
水

19
日
火

27
日
水

13
日
水

開
放
日

☎
７
１
２
９・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２・
１
７
７
０

☎
７
１
３
８・
０
５
７
７

電
話
番
号

野
田
支
部
☎
７
１
９
８
‐
３
２
４
９

子
ど
も
館
☎
７
１
２
５
‐
１
６

７
８
、
②
は
関
宿
子
ど
も
館
☎

７
１
９
８
‐
３
４
５
６

◆
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

２
月
３
日
水
10
時

～
正
午
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
野

田
）
で
。
自
己
理
解
と
就
職
ス

キ
ル
を
学
ぶ
。
午
後
か
ら
個
別

相
談
も
可
。
就
職
活
動
中
の
女

性
。
先
着
20
人
。
雇
用
保
険
受

給
者
証
が
あ
れ
ば
持
参
。
申
込

み
は
１
月
５
日
火
か
ら
商
工
観

光
課
へ

◆
子
ど
も
館
合
同
・
人
形
劇
鑑

賞
会

２
月
21
日
日
11
時
～
正

午
、
14
時
～
15
時
市
役
所
８
階

大
会
議
室
で
。
人
形
劇
団
ポ
ポ

ロ
に
よ
る
公
演
。
各
先
着
90
人
。

18
歳
未
満
（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
）。
１
月
16
日
土
か
ら
各

子
ど
も
館
で
整
理
券
を
配
布
。

問
谷
吉
子
ど
も
館
☎
７
１
２
７

‐
０
１
１
７

◆
献
血
に
ご
協
力
を

１
月
24

日
日
10
時
～
16
時
（
11
時
45
分

～
13
時
を
除
く
）
イ
オ
ン
タ
ウ

ン
野
田
七
光
台
で
。
問
生
活
支

援
課

◆
千
葉
県
中
小
企
業
再
建
支
援

金
の
申
請
受
付
は
１
月
31
日
日

ま
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
令
和
２
年
の

い
ず
れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が

前
年
同
月
比
５
割
以
上
減
少
か
、

６
～
12
月
の
い
ず
れ
か
の
連
続

す
る
３
か
月
の
売
り
上
げ
が
前

年
同
期
比
３
割
以
上
減
少
し
た

中
小
企
業
な
ど
。
問
千
葉
県
中

小
企
業
再
建
支
援
金
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
７
０
‐
０
４
４
８
９
４

電線のない空間で思い切り遊んで

◆
１
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊

び
、
親
子
で
保
育
体
験
。
育
児

相
談
も
。
10
時
～
11
時
。
当
日
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�

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
リ
ト

ミ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
講
座

１
月

12
日
～
３
月
30
日
（
２
月
23
日

を
除
く
）の
火
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
で
。
１
歳
６
か
月
～
３
歳

は
10
時
～
11
時
、
１
歳
６
か
月

未
満
は
12
時
30
分
～
13
時
30
分
。

保
護
者
同
伴
で
。
各
先
着
８
組
。

１
回
２
千
円
。
申
込
み
は
１
月

５
日
火
か
ら
福
山
☎
090
‐
１
５

４
８
‐
１
８
５
５
へ

◆
日
本
の
民
俗
芸
能
学
習
会　

津
軽
三
味
線
と
唄う
た

１
月
17
日
、

24
日
の
日
正
午
～
15
時
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
全
２
回
。
初
心
者
で
50
歳

以
下
の
女
性
。
先
着
３
人
。
三

味
線
の
貸
し
出
し
あ
り
。
申
込

み
は
１
月
５
日
火
～
９
日
土
に

髙
橋
☎
７
１
２
５
‐
５
６
２
９
へ

◆
日
本
空
手
道
協
会
志
栄
館
支

部
無
料
体
験
教
室

１
月
17
日
、

24
日
の
日
16
時
～
18
時
春
風
館

道
場
で
。
全
２
回
。
小
学
１
年

生
以
上
。
先
着
３
人
。
申
込
み

は
１
月
５
日
火
～
８
日
金
に
岡

田
☎
090
‐
３
０
９
７
‐
２
１
２

７
へ

◆
妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
姿
勢
講

座

１
月
24
日
日
10
時
30
分
～

正
午
川
間
公
民
館
で
。
妊
娠
中

で
安
定
期
に
入
っ
て
い
る
方
。

先
着
５
人
。
500
円
。
折
り
た
た

み
傘
持
参
。
申
込
み
は
１
月
５

日
火
～
23
日
土
に
本
庄
☎
090
‐

４
５
９
７
‐
３
４
８
２
（
15
時

以
降
）
へ

◆
「
聴
く
」
こ
と
は
あ
な
た
に

で
き
る
最
大
の
贈
り
物

２
月

７
日
日
13
時
～
15
時
野
田
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
さ
わ

や
か
ワ
ー
ク
の
だ
）
で
。
森
田

ゆ
り
氏
に
よ
る
講
演
。
千
500
円

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
資
料
付
）。
申

込
み
は
事
前
に
鈴
木
☎
090
‐
５

５
７
２
‐
９
１
３
４
へ

◆
は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
初
心

者
講
座

２
月
10
日
～
４
月
７

日
の
第
２
・
４
水
12
時
30
分
～

13
時
30
分
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

先
着
７
人
。
６
千
円
。
ウ
ク
レ

レ
持
参
（
貸
出
も
あ
り
）。
申
込

み
は
１
月
５
日
火
～
31
日
日
に

横
尾
☎
090
‐
４
４
５
５
‐
６
７

５
６
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン

ト

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
１

月
８
日
金
10
時
～
10
時
30
分
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
。
②
お
し
ゃ
べ

り
会
…
１
月
14
日
木
10
時
～
10

時
30
分
。
子
育
て
の
話
な
ど
。

③
３
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会
…

１
月
21
日
木
15
時
15
分
～
15
時

30
分
。
④
育
児
相
談
日
…
１
月

25
日
月
10
時
～
11
時
。
①
②
④

は
０
～
３
歳
の
子
と
親
、
③
は

３
歳
以
上
の
子
と
親
。
①
～
③

は
各
先
着
４
組
、
④
は
先
着
２

組
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
１
月

５
日
火
か
ら
ゆ
う
＆
み
い
☎
７

１
２
４
‐
１
３
６
７
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど

①
昔
の
く
ら
し
展

…
１
月
19
日
火
～
４
月
18
日
日

９
時
～
16
時
30
分
。
昭
和
の
暮

ら
し
。
200
円
（
高
校
・
大
学
生

は
100
円
）。
②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー

…
２
月
14
日
日
13
時
30
分
～
15

時
30
分
。
石
田
年
子
氏
（
同
館

調
査
員
）
に
よ
る
江
戸
時
代
の

石
仏
の
解
説
。先
着
15
人
。100
円
。

②
の
申
込
み
は
１
月
14
日
木
か

ら
同
館
☎
７
１
９
６
‐
１
４
０

０
へ

◆
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ

１
月
24
日
日
14
時

～
16
時
中
央
公
民
館
で
。
が
ん

の
悩
み
や
病
気
と
の
付
き
合
い

方
な
ど
を
語
っ
て
分
か
ち
合
う
。

患
者
や
家
族
、
医
療
関
係
者
な

ど
。
先
着
20
人
。
申
込
み
は
１

月
５
日
火
か
ら
髙
野
☎
070
‐
２

１
７
９
‐
０
４
５
７
へ

◆
身
近
な
素
材
で
描
く
絵
手
紙

楽
習
会

１
月
31
日
日
10
時
～

正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
先
着

10
人
。
500
円
。
申
込
み
は
１
月

５
日
火
～
30
日
土
に
フ
ァ
ク
ス

（
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）
で

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
・
百
瀬

７
１
２
９
‐
６
１

８
４
へ
。
問
渡
辺
☎
090
‐
７
８

２
２
‐
８
５
１
２

◆
妖
術
使
い
と
化
け
も
の
た
ち

  

イ
ベ
ン
ト

  

講
座
・
教
室

「ようこそ！葉っぱ科学館」
多田　多恵子・写真・文

少年写真新聞社

「今日からできる！暮らし
の感染対策バイブル」

堀　成美・監修
主婦の友社

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
気

を
付
け
れ
ば
良
い
の
か
、
生
活

の
中
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
て

い
ま
す
。
正
し
い
対
策
を
学
ん

で
家
族
で
共
有
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ミ
ク
ロ
の
毛け

、
ガ
ラ
ス
の

と
げ
や
ダ
ニ
部べ

や屋
な
ど
、
葉は

っ

ぱ
の
驚お

ど
ろ

く
べ
き
し
く
み
を
豊ほ

う
ふ富

な
写し

ゃ
し
ん真
と
と
も
に
紹し

ょ
う
か
い介
。
き
び

し
い
環か

ん
き
ょ
う境
を
生い

き
抜ぬ

く
た
め
の

工く
ふ
う夫

の
数か

ず
か
ず々

。
つ
い
葉は

っ
ぱ
を

観か
ん
さ
つ察

し
た
く
な
り
ま
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

興風図書館☎ 7123-7611

北 図 書 館☎ 7129-8811
南 図 書 館☎ 7125-7981

せきやど図書館☎ 7198-4946

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
屋
内

で
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
の
徹

底
、
３
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
発
熱
・
風

邪
の
症
状
の
あ
る
場
合
は
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。



　　市報のだ 令和3年1月1日号

展

２
月
10
日
水
～
３
月
28
日

日
10
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時

ま
で
）
茂
木
本
家
美
術
館
で
。

三
代
歌
川
豊
国
作
「
豊
国
揮
毫

奇
術
競
」
な
ど
の
浮
世
絵
を
展

示
。
700
円
（
小
・
中
学
生
400
円
）。

要
予
約
。
申
込
み
は
事
前
に
同

館
☎
７
１
２
０
‐
１
４
８
９
へ

◆
市
民
ス
キ
ー
大
会
・
練
習
会

２
月
21
日
日
か
た
し
な
高
原

ス
キ
ー
場
（
群
馬
県
）
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
事
務
所
前
９
時
30
分

集
合
。
正
午
解
散
。
大
回
転（
年

齢
別
）。
小
学
生
以
上
。
千
円（
保

険
代
含
む
）。ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

申
込
み
は
２
月
10
日
水
ま
で
に

永
井
☎
７
１
２
２
‐
２
３
９
７

へ

◆
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン

島

３
月
26
日
金
～
４
月
１
日

木
与
論
町
（
鹿
児
島
県
）
で
。

６
泊
７
日
。
小
学
２
年
生
～
６

年
生
。
先
着
150
人
。
出
発
地（
羽

田
空
港
、Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
、水
戸
駅
、

宇
都
宮
駅
な
ど
）
に
よ
り
14
万

６
千
円
～
15
万
２
千
円
程
度
。

２
月
７
日
日
14
時
～
15
時
30
分
、

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ

ん
し
ん
ね
っ
と
「
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会
」

１
月
19
日
火

９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議
所

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
高
齢
期

の
人
生
設
計
や
遺
言
・
相
続
・

成
年
後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。

申
込
み
は
１
月
18
日
月
ま
で
に

上う
え
ひ
ら平
☎
７
１
５
５
‐
０
４
７
４
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活

動
予
定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・

募
集
対
象（
な
い
も
の
は
初
心
者
、

老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
月8
は

月
会
費
、
年8
は
年
会
費
、
入8
は
入

会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
１
０
４（
硬
式
テ
ニ

ス
）
毎
週
月
正
午
～
14
時
岩
名

調
整
池
庭
球
場
で
。
１
回
千
円
。

三
俣
☎
090
‐
５
２
０
１
‐
６
６

３
７

◆
春
風
館
少
年
剣
友
会（
剣
道
）

毎
週
火
・
木
17
時
～
19
時
春

風
館
道
場
で
。
４
歳
～
小
学
生
。

月8
２
千
円
。
入8
３
千
円
。
遠
藤

☎
７
１
２
３
‐
３
４
５
４

Ｅ②

エ

ユ

ジ
キ メ

ンカ

シ

ラ
キコ

クサ

イ

ズ
キ

ガ

イ

ユ
ワ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　
12
月
１
日
号
の
正
解
は
「
イ
ク
エ

イ
シ
キ
ン
」
で
し
た
。
85
人
の
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
当
選
者

は
瀬
能
新
一
様
、
内
藤
寛
史
様
、
平

賀
佐
登
子
様
、
深
井
智
亜
樹
様
、
細

井
里
紗
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、
二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｍ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
14
面
に

答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
広
報
広

聴
課
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
平
安
時
代
に
新

  

相
　
談

氷
。
⑦
ウ
イ
ル
ス
を
鼻
や
―
か

ら
吸
い
こ
ま
な
い
よ
う
に
マ
ス

ク
着
用
を
。
⑨
現
状
打
破
の
対

義
語
は
「
現
状
―
」。
⑩
日
の

入
る
方
角
。
⑫
家
具
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
銘
木
。
⑬
餅
つ
き
に

使
用
す
る
道
具
。
⑭
谷
崎
潤
一

郎
の
文
学
の
流
派
。
⑯
材
木
の

面
を
削
る
木
工
道
具
。
⑰
三
重

県
東
部
の
旧
国
名
。
⑲
地
中
に

細
か
い
巣
穴
を
つ
く
る
昆
虫
。

⑳
魚
類
な
ど
の
水
生
動
物
の
呼

吸
器
官
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
世
界
最
大

の
大
洋
。
⑥
用
件
な
ど
を
人
に

頼
む
こ
と
。
⑦
芥
川
龍
之
介
の

短
編
は
「
―
の
糸
」。
⑧
悲
観
の
反
対
。

⑨
河
岸
は
川
の
―
。
⑩
雨
上
が
り
の
空

に
見
え
る
光
の
帯
。
⑪
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

共
に
暮
ら
す
―
づ
く
り
（
６
面
参
照
）。

⑬
今
年
の
干
支（
16
面
参
照
）。
⑭「
鱈
」

の
読
み
方
。
⑮
曲
芸
団
。
⑰
球
技
は
―

で
球
を
捕
え
る
こ
と
が
大
切
。
⑱
子
孫

に
戒
め
と
し
て
当
主
が
書
き
残
す
も

の
。
⑲
新
型
コ
ロ
ナ
で
注
目
さ
れ
た
妖

怪
。
㉑
ピ
ッ
ツ
ァ
発
祥
の
地
。
㉒
胃
腸

を
収
め
る
部
分
。

【
応
募
方
法
】
１
月
18
日
月
必
着
で
、

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に

対
す
る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
広
報
広
聴
課

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解

者
の
中
か

ら
抽
選
で

10
名
様

に
「
図
書

カ
ー
ド
」

と
「
黒
酢

米
」、
さ

ら
に
落
語

家
の
春
風

亭
昇
也
さ

ん
の
色
紙
（
１
名
の
み
）
を
セ
ッ
ト

に
し
て
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
、
正
解

と
当
選
者
発
表
は
２
月
１
日
号
。
当

選
者
氏
名
の
紙
面
掲
載
に
つ
き
ご
了

承
く
だ
さ
い

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ《
新
春
版
》

皇
と
自
称
。
②
図
書

館
な
ど
が
そ
の
日
の

業
務
を
終
え
る
こ

と
。
③
昔
は
ペ
ル
シ
ア
と

呼
ば
れ
て
い
た
国
。
④
日

が
暮
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
と
き
。
⑤
よ

く
冷
え
た
冬
の
朝
に
地
面
か
ら
出
る

⓳

会
員
募
集

14
日
日
11
時
～
12
時
30
分
、
14

時
～
15
時
30
分
に
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
（
渋
谷
区
）
で
事
業
説
明

会
（
各
回
同
一
内
容
）。
資
料
請

求
と
申
込
み
は
１
月
５
日
火
～

３
月
５
日
金
に
公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎
03
‐

６
８
２
５
‐
３
１
３
０
へ

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
が
家
の
天
使
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
広
報
広
聴
課
広
報
係
へ

黒酢米（２キログラム）や野田出身
の落語家春風亭昇也さんの色紙



月の
相談日案内

…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎ 7125–1111 代表）

❶

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎ 7124-7272：コード 6101）、または野田市ホームペー
ジ（https://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1009852.html）で確認をしてください。

日（曜日） 外科（9 時～ 16 時、19 時～ 22 時）内科（9時～16 時）※19時～22 時の急病センターは休診 産婦人科（9 時～ 16 時、19 時～ 22 時）
1日(金） キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）あらい内科クリニック（☎ 7122-5723）アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）
2日(土） 小張総合病院（☎ 7124-6666） 山縣医院（☎ 7125-3741） 川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）
3日(日） 小張総合病院（☎ 7124-6666） 岡田小児科医院（☎ 7122-2519） 小張総合病院（☎ 7124-6666）
10 日（日）キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）石井医院（☎ 7122-2434） 小張総合病院（☎ 7124-6666）
11 日（月）キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）鈴木医院（☎ 7124-5683） アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）
17 日（日）小張総合病院（☎ 7124-6666） 花井クリニック（☎ 7123-3900） 川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）
24 日（日）キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）スズキ皮フ科内科クリニック（☎ 7126-2285）小張総合病院（☎ 7124-6666）
31日（日）小張総合病院（☎ 7124-6666） うちだ内科クリニック（☎ 7127-8181）アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）

市の花市の木 市の鳥

けやき つつじ ひばり
人口と世帯（Ｒ2.12.1 現在）
●人口＝ 154,114 人（－61）
　男＝ 77,513 人 (－42)

 女＝ 76,601 人 (－19）
●世帯＝ 69,691 世帯（＋26）
●市の面積＝ 103.55㎢

　
災
害
時
に
上
空
か
ら
現
場
を
確
認
す

る
た
め
、消
防
本
部
で
は
ド
ロ
ー
ン（
小

型
無
人
機
）を
２
機
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

浸
水
や
冠
水
、
道
路
の
分
断
で
陸
上

交
通
が
途
絶
え
た
と
し
て
も
ド
ロ
ー
ン

で
現
場
状
況
を
確
認
し
、
孤
立
し
た
方

を
迅
速
に
救
助
で
き
る
水
難
救
助
隊
が

365
日
24
時
間
体
制
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
消
防
署
員
が
市
役

所
上
空
か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
3
月
末
に
は
、
清
水
公
園
駅

か
ら
梅
郷
駅
間
の
東
武
鉄
道
が
高
架
化

さ
れ
る
予
定
で
す
。
高
架
橋
（
写
真
中

央
）の
完
成
に
よ
り
踏
切
が
除
却
さ
れ
、

東
西
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

表紙のことば

鉄道高架も目前に

急病センターは医療設備が新型コロナウイルス感染症に万全でないため、
対策を講じることができるまで、当面の間、休診とさせていただきます。
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※1月の法律・交通事故・行政・税務相談は、
予約制。1月4 日月 9 時から電話で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや相
続、離婚などの一般的な手続きなど。簡単な
相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。電話相談。市 13・14・20・
22・26 日。い 28 日。6 日間で 60 人。
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
※新型コロナウイルス感染症予防のため中止
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
電話相談。市 8 日。い22日。2 日間で 8 人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。電話相談。い 13 日。
市 19 日。２日間で８人。
◆税務相談　相続税・贈与税など。電話
相談。市 15 日。８人

時30分。電話予約（14時～17時15分）
※どなたでも相談できます。受付は7日～
消費生活センター（☎ 7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や問
合せ、架空請求・多重債務相談など。電話相
談。月～金10 時～16 時（正午～13 時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８
時 30 分～ 17 時 15 分
◆専門相談　市１階＝ 13 時 30 分～ 16
時…発達教育（４日と 18 日）、生活療育（７
日）、就労者生活（21 日）、こころの生活（26
日）、生活支援（28 日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝ 10 時
～正午…視覚障がい者（5 日）、知的障が
い者（6 日）、ろうあ者（19 日）／ 13 時
30 分～15 時 30 分…聴覚障がい者（5日）、
身体障がい者（6日）、精神障がい者（19日）。
電話かファクス（ 7123-1095） 予約

◆外来療育相談　就学前の身体発達の
遅れなど。木 15 時～ 17 時。電話予
約（月 16 時～ 17 時）

◆外来療育相談　就学前の知的発達の
遅れなど。火９時～正午。電話予約（月
16 時～ 17 時）

◆心配ごと相談　日常生活の悩みな
ど。総合福祉会館＝毎週火・第１金 13
時～ 16 時。事前に電話で申込み。問
野田市社会福祉協議会☎ 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続やコロナ補助
金など。15 日金 13 時～ 16 時。欅のホー
ル 4 階第 1 集会室。電話予約。問千葉県
行政書士会東葛支部・齋藤☎ 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。電話相談のみ。12 日火９時 30
分～ 15 時 30 分。前日までに電話予約。
問野田地区司法書士会、土地家屋調査士
会・山下☎ 080-9396-1313

金８時 30 分～ 17 時 15 分（時間外
は留守番電話）。☎ 7125-9119
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母
子、父子家庭、寡婦など。月９時～
19 時、火～金９時～ 17 時
◆母子・父子自立支援プログラム策定
事業　母子家庭の母や父子家庭の父、
および寡婦。個別相談（要予約）、就
労のための「自立支援プログラム」作
成。月９時～ 19 時、金９時～ 17 時

◆子ども総合相談窓口　妊娠から18歳までの
子どもの相談。月～金８時30分～17時15分
職業相談（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市専属の相談員が
求人情報を提供。市２階＝月～金。い1
階＝19日。９時～16時（正午～13時除く）
※いではハローワークによる各種相談も実施
◆ジョブカフェのだ（会場＝野田地
域職業訓練センター☎ 7121-1184）　
セミナー・個別相談（要予約）、求人案内。40
歳未満の方かその親。25日月10時～16時。

◆自立するための生活・家計改善・就
労準備などに関する総合相談　市２階
＝月～金９時～ 17 時。☎ 7125-2212

◆青少年の悩み事相談　年末年始を除
く毎日。９時～16時30分（電話相談も可）

◆教育相談　学校生活の悩みや不登校
など。青少年センター内＝月～金９時～
16 時※学校休業日を除く。受付は 7日～

◆教育相談　発達・子育てで心配なこ
となど。野田幼稚園＝第２・４木、関
宿南部幼稚園＝第１・３火。10 時～ 15

青少年センター（☎ 7125-2639）

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い
21 日。市 27 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第 1 ～ 4
木 10 時～ 16 時。電話予約（電話相談も可）
◆男性のための電話相談　第 4 火 16 時
～ 19 時。☎ 7123-0069

◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相
談室）　18歳までの子とその家庭や妊産婦
の相談。月～金８時 30 分～ 17 時 15 分
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　
月～金８時 30 分～ 17 時 15 分（時間
外は留守番電話☎ 0120-783-281）
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴
力の相談や緊急時の安全確保など。月～

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

子ども家庭総合支援課（市役所内）

子ども支援室（保健センター内☎
7125-1134）

パーソナルサポートセンター（生活支援課）

ひばり教育相談（青少年センター内☎
7125-8088）

ひ ま わ り 相 談（ 野 田 幼 稚 園 ☎ 7122-
2450・関宿南部幼稚園☎ 7198-2075）

あさひ育成園（☎ 7122-7159）

こだま学園（☎ 7122–2916）

法人や団体などが開催する相談


